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問い合わせ先 

運輸安全委員会事務局参事官付 

事故防止分析官 梅沢（内線 54232）

事故防止調査官 浜西（内線 54238）

直通 03-5253-8823 

 
平成 24 年 1 月 25 日 

運 輸 安 全 委 員 会 
 

貨物船 MARINE STAR コンテナ専用船たかさご衝突事故に係る 
安全勧告に対する措置状況について 

 
運輸安全委員会は、平成 21 年 2 月 20 日に備讃瀬戸東航路内で発生した貨物

船 MARINE STAR コンテナ専用船たかさご衝突事故の調査において、平成 23
年 10 月 28 日に事故調査報告書の公表とともに MARINE STAR の船舶管理会社

である BLUE MARINE MANAGEMENT CORP.に対して下記１のとおり安全勧

告を行ったところですが、今般、安全勧告に対する措置状況について同社から

別添のとおり通知を受けましたのでお知らせします。 
 なお、同社から通知のあった安全勧告に対する措置状況の内容（仮訳）は下

記２のとおりであり、同社の措置状況については、安全勧告の内容に沿ったも

のとなっています。 
 

記 
 
１ 運輸安全委員会が行った安全勧告の内容 
 

 本事故は、夜間、坂出港沖の備讃瀬戸東航路において、MARINE STAR（以下

「Ａ船」という。）が北進中、たかさご（以下「Ｂ船」という。）が備讃瀬戸

東航路をこれに沿って東進中、Ａ船が航路をこれに沿って航行しているＢ船を

避けなければならなかったが、Ａ船がＢ船の船尾方を通過しようとし、Ｂ船の

船首方に接近する状況であることに気付かずに衝突するおそれがある態勢と

なって航行して発生した。 

本事故の場合は、幸いにして甚大な海洋汚染をもたらす事態には至らなかっ

たものの、事故発生場所は、船舶交通がふくそうし、また、漁業活動の活発な
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我が国の海運、水産を支える重要な海域である。 

運輸安全委員会は、本事故調査の結果を踏まえ、パナマ共和国海運庁、Ａ船

の船舶所有者である ASIA SHIPPING NAVIGATION S.A.及び船舶管理会社である

BLUE MARINE MANAGEMENT CORP.に対し、次の措置をとることを勧告する。 

パナマ共和国海運庁は、ASIA SHIPPING NAVIGATION S.A.に対し、BLUE MARINE 

MANAGEMENT CORP.が運航の安全を図るため適切な船舶管理を行うよう指導す

るべきである。 

ASIA SHIPPING NAVIGATION S.A.は、BLUE MARINE MANAGEMENT CORP.に対し、

寄港国の航行ルールを遵守するとともに、適切な航海当直体制をとって運航の

安全を図ることを指示するべきである。 

BLUE MARINE MANAGEMENT CORP.は、管理する船舶がこの海域を航行する場合

には、遵守すべき航行ルールについて具体的で明確な指導を行うとともに、船

橋当直要員を増強するなどして航行の安全を確保することを指示するべきで

ある。 

 

２ 安全勧告に対し、BLUE MARINE MANAGEMENT CORP.から通知のあっ

た措置状況の内容（仮訳） 
 
貴委員会の、平成 23 年 10 月 28 日付の文書及び最終報告書を受領いたしま

した。我々は同報告書を精査したうえ、本衝突事故に関する安全勧告に同意い

たします。 
 
BLUE MARINE MANAGEMENT CORP.(BMMC)では次のとおり措置を講じ

たことをお知らせいたします。 
 

1. BMMC は、乗組員が本事故をより理解するよう、本事故の根本原因及び再

発防止策について述べた"船長への指示書(Instruction to Master)"をすべての

管理船舶に対して周知しました。 
 
2. BMMC は、乗組員が正確かつ安全に航海手順を実施できるよう、船橋要員

に対して船上での訓練を実施しています。 
 
3. BMMC は、本事故以降、通年の"衝突及び乗揚防止キャンペーン"を開始し

ており、特に、船隊の中で日本の港における狭水道等を航行するすべての船
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舶に対して、絶えず注意を喚起し、乗組員に安全航行を意識させています。 
 
4. BMMC は、船舶の安全な運航を検査する海務監督が定期的に訪船すること

による、報告制度を通じて、安全管理システムの手順が遵守され、かつ安全

行動の評価が実施されるよう監視・確保しています。 
 

BMMC は、本事故に関して貴機関が実施した調査に深く感謝しており、事

故の再発防止とより一層の安全航行の促進のため、管理船舶に対する監視を

継続してまいります。 





運輸安全委員会 委員長定例記者会見(平成24年1月25日) 資料４関連

貨物船MARINE STAR コンテナ専用船たかさご衝突事故に係る安全勧告に対する措置状況について

◇本事故の概要(H21.2.20発生)
マ リ ン ス タ ー

貨物船MARINE STARは、船長ほか１６人が乗り組み、坂出港沖を北進中、また、
コンテナ専用船たかさごは、船長ほか４人が乗り組み、備讃瀬戸東航路を東進中、
平成２１年２月２０日０６時１５分ごろ、両船が衝突した。

MARINE STARには、左舷船尾外板に凹損等が生じ、たかさごには、船首に凹損等
が生じたが、両船にはいずれも死傷者はいなかった。

[本事故の原因分析] (調査報告書公表日:H23.10.28)

◆本事故は、夜間、坂出港沖の備讃瀬戸東航路において、MARINE STARが北進中、た
かさごが備讃瀬戸東航路をこれに沿って東進中、 MARINE STARがたかさごの船尾方
を通過しようとして操船していたものの、たかさごの船首方に接近する状況である
ことに気付かずに衝突するおそれがある態勢となって航行し また たかさごが見

MARINE STAR たかさご

ことに気付かずに衝突するおそれがある態勢となって航行し、また、たかさごが見
張りをせずに航行したため、両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。
◆ MARINE STARがたかさごの船首方に接近する状況であることに気付かずに衝突す
るおそれがある態勢となって航行していたのは、 MARINE STARの船長が、たかさご
のコンパス方位の変化や接近状況をレーダー等で確認しなかったことによるものと
考えられる。考えられる。
◆MARINE STARが、見張り及びレーダー監視の専任の要員を配置するなどの適切な船
橋当直体制をとっていなかったことは、本事故の発生に関与した可能性があると考
えられる。
◆たかさごが見張りをせずに航行したのは、たかさごの航海士が、MARINE STARが陸
岸沿いを北東進し、たかさごより速力が速いと思ったことから、たかさごの前方で

[MARINE STAR船舶管理会社の安全勧告に対する措置状況](H24.1.4)[安全勧告の内容] (H23.10.28)

岸沿 を 東 、 り 、 前方
北東進して備讃瀬戸東航路に入り、東進するものと思い込み、ＧＰＳプロッターの
操作を行っていたことによるものと考えられる。

パナマ共和国海運庁は、MARINE STAR船舶所有者に対し、MARINE 
STAR船舶管理会社が運航の安全を図るため適切な船舶管理を行う

1. 乗組員が本事故をより理解するよう、本事故の根本原因及び再発防
止策について述べた"船長への指示書(Instruction to Master)"をすべて

推定航行経路図

STAR船舶管理会社が運航の安全を図るため適切な船舶管理を行う
よう指導するべきである。

止策について述べた"船長への指示書(Instruction to Master)"をすべて
の管理船舶に対して周知
2. 乗組員が正確かつ安全に航海手順を実施できるよう、船橋要員に対
して船上での訓練を実施
3. 本事故以降、通年の“衝突及び乗揚防止キャンペーン”を開始し、特

に 船隊の中で日本の港における狭水道等を航行するすべての船舶に

MARINE STAR船舶所有者は、MARINE STAR船舶管理会社に対し、寄

港国の航行ルールを遵守するとともに、適切な航海当直体制をとっ
て運航の安全を図ることを指示するべきである。

に、船隊の中で日本の港における狭水道等を航行するすべての船舶に
対して、絶えず注意を喚起し、乗組員に安全航行を意識させている
4. 船舶の安全な運航を検査する海務監督が定期的に訪船することによ

る報告制度を通じて、安全管理システムの手順が遵守され、かつ、安全
行動の評価が実施されるよう監視・確保

MARINE STAR船舶管理会社は、管理する船舶がこの海域を航行す

る場合には、遵守すべき航行ルールについて具体的で明確な指導
を行うとともに、船橋当直要員を増強するなどして航行の安全を確
保することを指示するべきである。


